
    
 

  

  

 

	
	

	

 
 
 
 

横
浜
最
古
の
歴
史

１
千
年
以
上
前
の
養
老
５
年

（
７
２
１
年
）、
イ
ン
ド
の
善
無

畏
三
蔵
法
師
が
渡
来
。
そ
れ
か

ら
17
年
を
経
て
天
平
９
年
（
７

３
７
年
）、
天
下
に
悪
病
が
流
行

し
た
際
、
河
内
和
泉
の
国
の
僧

行
基
が
勅
命
を
奉
じ
て
、
天
下

泰
平
祈
願
の
た
め
全
国
を
巡
っ

て
教
え
を
広
め
、
同
寺
の
浄
域

に
草
庵
を
作
っ
た
。
横
浜
最
古

の
寺
院
と
さ
れ
る
。

一
刀
三
礼
（
一
刀
刻
む
毎
に

三
度
礼
拝
す
る
）
の
至
誠
を
尽

く
し
て
彫
刻
祈
願
さ
れ
た
の

が
、
国
か
ら
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
る
本
尊
十
一
面
観
世
音

菩
薩
立
像
だ
。

寛
徳
元
年
（
１
０
４
４
年
）

３
月
10
日
、
光
慧
上
人
に
よ
り

瓦
葺
き
本
堂
が
建
立
。
明
和
３

年
（
１
７
６
６
年
）、

智
光
上
人
に
よ
っ
て
現

在
の
本
堂
に
再
建
さ
れ

た
。
光
慧
上
人
が
建
立

し
た
時
の
チ
ョ
ー
ナ
彫

の
床
板
や
ハ
リ
、
ケ
タ

な
ど
は
再
使
用
さ
れ
て

い
る
。

大
政
奉
還
に
よ
っ
て

政
権
が
朝
廷
に
戻
り
、

明
治
時
代
を
迎
え
る

と
、
神
道
に
属
さ
な
い
仏
教
寺

院
は
全
国
で
弾
圧
を
受
け
、
同

寺
も
寺
領
は
御
朱
印
と
共
に
新

政
府
に
没
集
。
明
治
中
期
に
は

無
住
職
と
な
っ
て
寺
伝
や
寺

宝
、
住
職
系
図
ま
で
も
が
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
。

商
店
街
の
誕
生

弘
明
寺
駅
完
成

明
治
34
年
（
１
９
０
１
年
）

に
渡
辺
寛
玉
師
が
住
職
に
就

任
。
そ
の
後
、
弘
明
寺
保
勝
会

が
設
立
さ
れ
、
弘
明
寺
の
復
興

と
町
お
こ
し
に
邁
進
し
た
。
現

在
の
大
岡
川
沿
い
の
桜
並
木
も

こ
の
当
時
に
植
樹
さ
れ
た
と
さ

れ
る
。明
治
44
年（
１
９
１
１
年
）

に
は
、
当
時
の
周
布
公
平
県
知

事
の
指
示
に
よ
り
、
仁
王
門
前

か
ら
鎌
倉
街
道
に
接
す
る
農
道

が
整
備
さ
れ
、
直
線
の
４
間
道

路
が
完
成
。
こ
れ
が
現
在
の
弘

明
寺
商
店
街
だ
。

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）、

湘
南
電
気
鉄
道
（
現
在
の
京
浜

急
行
電
鉄
）
が
寺
裏
山
を
貫
通

し
て
弘
明
寺
駅
が
完
成
。
昭
和

51
年
（
１
９
７
６
年
）
に
は
、

美
松
寛
海
和
尚
に
よ
る
本
堂
屋

根
銅
板
張
り
替
え
や
客
殿
改
修

工
事
を
実
施
。
続
い
て
美
松
寛

定
和
尚
に
よ
り
「
平
成
の
大
修

築
」
が
実
施
さ
れ
た
。
平
成
13

年
（
２
０
０
１
年
）、
京
急
電
鉄

設
立
１
０
０
周
年
事
業
で
病
気

平
癒
を
祈
願
す
る
身
代
地
蔵
菩

薩
が
境
内
に
奉
納
さ
れ
た
。

護
摩
修
行
は
〝
８
〟
の
日

祈
願
成
就
へ
捧
げ
る
祈
り

護
摩
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
の
ｈ
ｏ
ｍ
ａ
（
ホ
ー
マ 

火
祭

祀
法
の
意
）
の
音
写
で
、
正
式

に
は
護
摩
供
養
法
と
い
う
。
古

代
イ
ン
ド
で
仏
教
が
興
る
以
前

か
ら
伝
わ
る
呪
法
。
供
物
を
焼

い
た
火
炎
、
煙
を
天
上
界
に
捧

げ
、
神
々
に
人
々
の
願
望
を
叶

え
て
も
ら
う
信
仰
に
基
づ
き
、

後
に
密
教
が
取
り
入
れ
、
日
本

に
伝
わ
っ
た
。

願
望
を
叶
え

る
だ
け
で
な
く
、

仏
の
智
慧
の
火

に
よ
っ
て
自
他

の
煩
悩
を
焼
き

尽
く
し
、
円
満

な
悟
り
を
体
現

す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い

る
。
そ
の
た
め

ゴ
マ
を
焚
く
こ

と
は
、
仏
様
の
分
身
で
あ
る
ゴ

マ
札
を
修
し
て
、
仏
様
と
一
体

と
な
っ
て
こ
の
世
の
苦
難
を
乗

り
越
え
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
。

本
尊
十
一
面
観
音
の
縁
日
に

行
う
護
摩
修
行
は
、
毎
月
８
の

日
（
８
日
・
18
日
・
28
日
）
の

午
後
２
時
か
ら
実
施
。
病
気
平

癒
や
心
願
成
就
の
ご
利
益
が
あ

る
と
さ
れ
、
人
の
心
を
整
え
、

パ
ワ
ー
を
向
上
さ
せ
て
く
れ
る
。

誰
で
も
参
加
で
き
無
料
。
申
し

込
み
な
ど
の
詳
細
は
寺
院
へ
。

願
い
事
を
書
き
、
燃
え
さ
か

る
ゴ
マ
の
火
に
投
じ
て
仏
様
に

届
け
る
「
添
え
ゴ
マ
木
祈
願
」

な
ど
も
随
時
受
け
付
け
て
い
る
。

現
在
の
本
堂
は
明
和
３
年
に

智
光
上
人
に
よ
っ
て
再
建
。

チ
ョ
ー
ナ
彫
の
床
板
な
ど
が
使
用
さ
れ
る
。

昭
和
51
年
に
改
修
。

子どもから大人まで
人々の心に残る 「祈りの寺」

弘明寺
南区の名所として長年、

区民から愛される横浜最古の寺・弘明寺。
１千年以上の歴史を持つ、圧倒的な存在感を放つ寺院だ。

境内には地元住民をはじめ、
連日多くの人 が々参拝に訪れる。

本紙は弘明寺の歴史や境内の見どころ、
護摩修行や祈願・供養など、寺院の内部に接近。
地元住民にも意外と知られていない寺院の魅力を、

美松寛昭住職と一緒にお届けする。

七
五
三
の
お
祝
い
も

市内最古の門とされる楓関門は1411年建立

重
要
文
化
財
指
定
で
あ
る
本

尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像

護摩行で祈りを捧げる美松住職

■聖天堂
弘法大師が回国の際、この地
に不思議な力を感じて聖天
を彫り安置し、一千座の護摩
を焚いて庶民の幸福を祈願
したとされる。縁結び、子宝、
事業繁栄などにご利益が。

縁結びのお参りに

■身代地蔵菩薩
京急電鉄設立100年を記念
し、人 の々病気平癒、身体健全
を祈願するため奉納。身体の悪
いところと同じ場所をタオルや
ハンカチでさすり祈願すると、自
身や家族の身体を癒してくれる。

病気平癒へ“さすって”癒す

■梵鐘
鋳銅製の和鐘で江戸時代中
期、阿闍梨秀光が願主となり、
再 造々。西村和泉守藤原政平
という鋳物師の作で、川崎大師
平間寺の梵鐘も同人の作。平
成9年、市指定有形文化財に。

横浜市指定
有形文化財の存在感

■七ツ石
三蔵法師が渡来の際、結
界を立てた霊石。「尾閭
石」や大黒天の袋に似て
いて名付けられた「福石」
がある。エネルギーをもら
えるパワースポット。

力をもらえる
パワースポット

■仁王門
江戸時代に再建されたも
ので平成14年に改修工
事が行われた。「瑞應山」
の扁額は1722年に没し、
徳川幕府に仕えた書家・
佐々木玄竜の書。

金剛力士像が寺を守る

弘明寺観音マップ

みんなで境内を散策してみよう

南区のみなさんこんにちは。
お寺の中は意外と知られて
いないパワースポットなど、
観音様のご利益があふれ
ています。お気軽にお立ち
寄りください。

美松寛昭住職

御中
告 容をご確認いただき、ご返

日 平成 年

ュース社
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最
古
の
寺
で
安
ら
か
な
眠
り

墓
地
・
永
代
供
養
、動
物
供
養
墓
も

お
札
・
お
守
り
で
ご
利
益
を

境
内
で
各
種
用
意

墓
苑
は
京
急
弘
明
寺
駅
か
ら

徒
歩
圏
内
。
彼
岸
や
お
盆
に
は

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
気

の
向
く
ま
ま
お
参
り
が
で
き

る
。
現
在
、
遺
骨
の
無
い
人
も

申
し
込
み
可
能
。
永
代
使
用
料

は
０
・
35
㎡
46
万
円
～
。
そ
の

ほ
か
特
選
区
画
も
多
数
。
年
間

墓
地
清
掃
料
は
１
万
円
。

新
し
い
供
養
の
形

「
身
寄
り
が
な
い
」「
子
ど
も

に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」「
跡

継
ぎ
が
い
な
い
」「
お
金
を
か
け

ら
れ
な
い
」
と
い
う
悩
み
に
は

寺
院
が
永
代
に
わ
た
り
供
養
・

管
理
す
る
永
代
供
養
墓
（
合
祀

墓
）
が
お
勧
め
。
新
し
い
供
養

の
形
と
し
て
話
題
だ
。

同
寺
に
は
子
ど
も
を
真
心
こ

め
て
供
養
す
る
「
水
子
供
養
墓

地
」
や
ペ
ッ
ト
供
養
の
「
動
物

供
養
墓
地
」
も
あ
る
。

葬
儀
の
相
談
も

葬
儀
は
檀
家
に
限
ら
ず
、
供

養
す
る
寺
（
菩
提
寺
）
の
無
い

人
、
こ
れ
ま
で
寺
と
の
付
き
合

い
が
無
い
人
も
受
け
付
け
る
。

お
布
施
な
ど
含
め
、
仏
事
に
関

わ
る
こ
と
は
気
軽
に
相
談
を
。

美
松
寛
昭
住
職
は
「
菩
提
寺

が
遠
く
て
御
住
職
が
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
な
ど
、
ご
葬
儀
を

お
手
代
わ
り
と
し
て
お
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
丁
重
に
心
を
込
め
て
厳
修

致
し
ま
す
」
と
話
す
。

境
内
の
「
お
札
・
お
守
り
お

授
け
所
」
で
は
各
種
お
札
・
お

守
り
が
用
意
さ
れ
、
家
族
や
自

ら
の
安
全
と
健
康
を
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
見
守
っ
て
く
れ
る
。

お
札

家
内
安
全
や
火
災
、
疫
病
と

い
っ
た
災
厄
か
ら
守
っ
て
く
れ

る
お
札
。
お
札
は
主
に
神
棚
に

ま
つ
る
。
ま
た
、
門
口
や
柱
に

貼
る
。
弘
明
寺
で
は
「
家
内
安

全
」「
商
売
繁
盛
」「
厄
除
」「
合

格
祈
願
」「
火
難
盗
難
除
」「
大

願
成
就
」「
無
病
息
災
」「
病
気

平
癒
」
な
ど
を
用
意
し
て
い
る

（
各
１
０
０
０
円
）。

お
守
り

厄
除
や
良
縁
、
安
産
、
交
通

安
全
、
学
業
成
就
な
ど
を
祈
願

す
る
お
守
り
。
お
守
り
は
常
に

身
に
付
け
て
お
く
こ
と
で
ご
利

益
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

弘
明
寺
で
は
「
身
代
り
お
守

り
」「
病
気
平
癒
お
守
り
」「
勝

お
守
り
」「
巾
着
お
守
り（
４
種
）」

「
ラ
ン
ド
セ
ル
型
お
守
り
」「
十

二
支
お
守
り
」「
絵
馬
」「
交
通

安
全
お
守
り
」「
交
通
木
札
お

守
り
」「
招
福
ダ
ル
マ
」「
腕
輪

念
珠
本
水
晶
」（
５
０
０
円
～
３

０
０
０
円
）
な
ど
を
用
意
。

弘明寺観音
ご相談はお気軽に 横浜市南区弘明寺町267番地

☎045-711-1231／

!

045-721-4132
参拝  午前8時～午後5時（境内自由）
受付  午前9時～午後4時

京急線・弘明寺駅から徒歩2分  横浜市営地下鉄・弘明寺駅から5分
弘明寺観音 検 索

病気平癒…800円

ランドセル…700円

十二支…800円

家内安全…1000円

招福ダルマ…800円


